
一
般
会
計
補
正
予
算
５

０
３
９
万
円

議
会
最
終
日
に
追
加
提

案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
５
０
３
９
万
４

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
５
１
億
３
６
７
０

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

・
漁
業
施
設
原
油
価
格
高

騰
対
策
事
業
１
９
０
万
円

は
、
県
漁
協
支
所
の
冷
凍

・
冷
蔵
設
備
の
電
気
料
の

負
担
増
に
対
す
る
補
助

金
、

・
水
産
物
消
費
拡
大
緊
急

支
援
事
業
４
９
３
万
４
千

円
は
、
県
漁
協
に
よ
る
庄

内
産
水
産
物
の
学
校
給
食

へ
の
提
供
に
対
す
る
補
助

金
、

・
中
学
校
可
搬
式
冷
房
機

器
整
備
事
業
４
３
５
６
万

円
は
、
県
の
補
正
に
伴
う

中
学
校
体
育
館
等
へ
配
置

す
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

購
入
経
費
で
す
。

中
学
校
費
の
財
源
は
、

県
支
出
金
１
１
０
０
万
円

と
、
合
併
市
町
村
振
興
の

た
め
の
地
域
振
興
基
金
か

ら
、
３
２
５
６
万
円
を
取

り
崩
し
ま
す
。

「
原
発
汚
染
水
海
洋
放

出
中
止
」
自
公
の
反
対

で
不
採
択

請
願
は
１
件
で
、
「
東

京
電
力
福
島
原
発
か
ら
の

処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出

の
即
時
中
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
」
（
緑
ふ
く

し
ま
代
表
・
蛇
石
郁
子
）

は
、
自
公
会
派
の
反
対
多

数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。長

谷
川
剛
議
員
が
、
賛

成
討
論
で
、「
「
大
型
タ
ン

ク
貯
留
案
や
、
モ
ル
タ
ル

固
化
処
分
案
な
ど
、
放
射

性
物
質
の
海
洋
放
出
を
回

避
す
る
た
め
の
真
剣
な
検

討
と
対
策
を
行
う
べ
き
」

と
述
べ
ま
し
た
。

「
学
校
給
食
無
償
化
」

意
見
書
全
会
一
致
可

決
議
員
発
議
の
意
見
書
で

は
、
共
産
党
市
議
団
が
他

会
派
の
議
員
と
共
同
し
て

提
出
し
た
「
国
の
責
任
で

学
校
給
食
費
を
無
償
化
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」

が
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
で
、
学
校

給
食
費
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
の

は
、初
め
て
の
こ
と
で
す
。

９
月
議
会
の
最
大
の
争

点
は
、
百
条
委
員
会
の
報

告
書
で
し
た
。

皆
川
治
鶴
岡
市
長
の
寄

付
不
記
載
問
題
等
に
関
す

る
「
鶴
岡
市
議
会
百
条
委

員
会
」
（
佐
藤
博
幸
委
員

長
）
が
９
月

日
、
調
査

25

報
告
書
を
自
公
会
派
の
委

員
の
賛
成
多
数
で
決
め
、

議
会
最
終
日
の

日
、
本

28

会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。報

告
書
は
、
皆
川
治
市

長
が
２
０
１
７
年
の
市
長

選
で
支
援
者
か
ら
受
取
っ

た
１
０
０
万
円
を
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

৙
˸
Ơ
೼
ඞ
ဢ
Ɩ
ƽ
ż
Ž
Ơ
೼
ඞ

食
品
残
渣
で
も
実
証
と
の
事
。
幼
虫
は

養
殖
魚
や
鳥
の
餌
に
、
フ
ン
は
肥
料
と

し
て
利
用
す
る
と
い
う
エ
コ
な
事
業
。

発
展
を
期
待
し
ま
す
。

他
に
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
、

海
洋
ゴ
ミ
、
瓦
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
、環
境
に
や
さ
し
い
堆
肥
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
保
全
等
々

が
紹
介
さ
れ
、
着
実
な
前
進
が
図
ら
れ

て
い
る
事
に
感
激
し
ま
し
た
。

▽
今
年
は
１
２
５
年
間
で
最
も
暑
い
、

大
変
な
夏
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
パ
リ
協
定
の
目
標
が
達
成
さ
れ

て
も
、平
均
気
温
は
約
１
・
５
度
上
昇
、

山
形
の
気
温
は
現
在
の
広
島
と
同
程
度

に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
フ
ェ
ア
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
み

ん
な
で
つ
な
ご
う
地
球
の
未
来

つ
る

お
か
の
未
来
」
に
向
け
て
、
で
き
る
事

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
県
議

関

徹
）

▽
９
月

日
、
小
真
木
原
総
合
体
育
館

24

等
で
お
こ
な
わ
れ
た
第

回
記
念
環
境

25

フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
３
に
行
き
ま

し
た
。
行
政
・
民
間
の
多
様
な
主
体
に

よ
る
、
水
環
境
保
全
、
ゴ
ミ
対
策
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
等
々
の
多
彩
な

ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
な
ど
、
楽
し

く
た
め
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

初
見
し
た
の
は
、
山
大
農
学
部
応
用

化
学
研
究
室
の
「
ミ
ズ
ア
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
。
ミ
ズ
ア
ブ
の
幼
虫
に
生
ご
み

を
食
べ
さ
せ
て
肥
料
等
に
す
る
と
い
う

も
の
で
、

農
学
部
の

食
堂
の
生

１
０
０
既

に1
0
0

％

処
理
、
市

給
食
セ
ン

タ
ー
と
荘

内
病
院
の

２０２３年９月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 公明党 無所属 新政クラブ
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佐
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形
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間
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東京電力福島原発からの処理汚染水の海洋放出
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新つるおかＨＰ

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
は
９
月

日
、
閉
会
し
ま

28

し
た
。

市
当
局
提
案
の
議
案
は
、
決
算
４
件
、
補
正
予
算
２

件
、
条
例
６
件
、
人
事
６
件
、
議
会
最
終
日
に
追
加
提

案
さ
れ
た
補
正
予
算
１
件
の
計

件
が
、
原
案
ど
お
り

16

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



（
１
面
の
つ
づ
き
）

選
挙
運
動
用
の
収
支
報
告

書
に
記
載
し
な
か
っ
た
こ

と
が
、
「
公
職
選
挙
法
に

抵
触
す
る
疑
い
が
あ
る
」

と
記
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
が
支
援
者

宅
に
置
い
て
き
た
１
０
０

万
円
は
、
「
公
職
選
挙
法

に
抵
触
す
る
疑
い
が
あ
る

が
、
司
法
の
判
断
に
委
ね

る
の
が
相
当
」
と
し
ま
し

た
。党

市
議
団
の
菅
井
巌
委

員
（
副
委
員
長
）
と
坂
本

昌
栄
委
員
は
、
他
の
３
委

員
と
共
に
、
報
告
書
は
不

当
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し

た
。

収
支
報
告
書
は
既
に
訂

正
済
み

市
長
は
、
２
０
２
１
年

月
と

年
１
月
の
議
員

12

22

協
議
会
で
、
不
記
載
の
誤

り
を
認
め
、
収
入
の
２
度

の
訂
正
を
行
い
、
「
真
摯

に
反
省
す
る
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

公
選
法
は
、
収
支
報
告

書
の
保
存
期
間
は
「
３
年
」

で
、
訂
正
は
い
つ
で
も
可

能
、訂
正
の
期
限
は
な
く
、

法
的
に
は
ゆ
る
や
か
な
規

定
に
な
っ
て
お
り
、
す
で

に
訂
正
さ
れ
て
、
瑕
疵
は

か

し

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
公
会
派
の
委
員
は
、

市
長
に
対
す
る
証
人
尋
問

（
７
月

日
第

回
）
で
、

25

11

「
不
記
載
は
違
法
か
、
違

法
で
な
い
か
」
と
何
度
も

繰
り
返
し
尋
ね
、
委
員
長

は
「
は
い
」
か
「
い
い
え
」

で
答
え
を
、
と
求
め
て
い

ま
し
た
。

「
違
法
」
を
認
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
尋
問
・
発
言

は
、
「
一
般
的
に
誘
導
尋

問
に
該
当
す
る
恐
れ
が
高

い
」
（
広
瀬
和
彦
・
元
全

国
市
議
会
議
長
会
法
制
参

事
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
（
山
形
新
聞
社
説
２
０

２
２
年
９
月

日
付
）
。

20

寄
付
者
へ
の
証
人
尋
問

（
７
月

日
第

回
）
で

19

10

は
、
市
長
が
１
０
０
万
円

を
「
返
却
し
に
来
ら
れ
た
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
、
昼

の
再
開
後
は
、
「
寄
付
と

理
解
す
る
」
と
、
何
の
理

由
も
な
く
、
１
８
０
度
証

言
が
変
わ
り
ま
し
た
。

市
長
尋
問
（
８
月

日
30

第

回
）
で
は
、
自
公
会

13
派
の
委
員
は
「
支
援
者
は

寄
付
金
と
話
さ
れ
た
。
公

選
法
上
違
法
な
行
為
に
あ

た
る
認
識
で
良
い
か
。
は

い
、
い
い
え
で
答
え
を
」

と
、
誘
導
尋
問
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

市
長
は
「
相
手
は
受
領

の
意
思
を
示
し
て
い
な
か

っ
た
。
な
ぜ
寄
付
と
発
言

し
た
の
か
理
解
し
か
ね

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
１
０
０
万

円
の
返
金
は
、
市
長
と
支

援
者
と
の
間
で
、
話
し
合

い
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き

と
判
断
し
て
き
ま
し
た
。

寄
付
者
か
ら
市
長
へ
の

２
通
の
手
紙
に
は
、
市
長

が
返
金
す
る
「
理
由
」
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
委
員
長
は
、

「
寄
付
者
か
ら
、
手
紙
の

公
開
に
応
じ
ら
れ
な
い
と

抗
議
文
が
寄
せ
ら
れ
、
本

人
の
意
向
に
沿
っ
て
進
め

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た

寄
付
者
は
第

回
尋
問

10

の
宣
誓
で
、
「
何
事
も
隠

さ
ず
」
「
良
心
に
従
っ
て

真
実
を
述
べ
る
」
と
誓
っ

て
い
ま
し
た
が
、
委
員
長

が
手
紙
の
開
示
を
拒
み
、

市
長
が
手
紙
の
内
容
に
触

れ
よ
う
と
す
る
と
、
委
員

長
が
市
長
の
発
言
を
止
め

る
事
態
で
し
た
。

政
争
の
具
・
百
条
委
は

早
く
終
え
る
べ
き

委
員
会
で
は
、
複
数
の

委
員
か
ら
「
調
査
の
進
め

方
を
多
数
決
で
決
め
る
の

で
は
な
く
、
慎
重
に
議
論

を
尽
く
し
て
、
全
員
が
合

意
し
て
進
め
る
べ
き
だ
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、多
数
の
力
で
、

結
論
を
「
法
に
抵
触
す
る

疑
い
」
あ
り
き
の
報
告
書

に
な
り
ま
し
た
。

百
条
委
は
２
０
２
２
年

１
月
に
自
公
会
派
の
多
数

で
設
置
さ
れ
、
約
１
年
８

カ
月
の
間
に

回
の
委
員

39

会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
「
返
金

の
理
由
な
ど
調
査
は
不
十

分
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
共
産
党
市
議
団

は
「
政
争
の
具
に
な
っ
て

い
る
百
条
委
は
、
一
刻
も

早
く
終
え
る
べ
き
」
と
の

立
場
で
す
。

百
条
委
は
、
市
長
の
パ

ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
事

項
の
調
査
に
移
り
ま
す

が
、
党
市
議
団
は
「
労
使

関
係
は
百
条
委
の
調
査
範

囲
で
は
な
い
」こ
と
か
ら
、

早
期
終
結
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月28日入札分

・市立愛光園舗装補修工事
不調

・大山児童館階段設置工事
中止

・市立愛光園体育館渡り廊下撤去及び利用者玄関設置工事
中止

朝日庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月28日入札分

・下名川住宅10号棟屋根防水改修工事
中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月28日入札分

・市道大泉橋一日市町線(大泉橋工区)道路改良工事（本町
一丁目地内）（入札5業者うち1業者辞退）
(株)山口工務店 22,600,000円（22,980,000円）

工期～6/3/15（落札率98.35％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月2日入札分

・羽黒町野荒町地内鎌堰橋水管橋新設工事（羽黒町野荒町
地内）（入札5業者）
(株)板垣水道 11,280,000円（11,550,000円）

工期～6/3/29（落札率97.66％）

報告書に対する百条委員会委員の賛否（令和5年9月25日）

草
島
進
一

田
中　

宏

石
井
清
則

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

秋
葉　

雄

黒
井
浩
之

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

渋
谷
耕
一

佐
藤
博
幸

百条調査委員会報告書（鶴岡市長選

挙における選挙運動費用収支報告書

不記載・訂正等問題に関する事項）

●●●●●○○○○○○
委
員
長

「
稲
刈
り
交
流
会
」
を
、

２
週
に
わ
た
っ
て
行
い
ま

し
た
。

９
月

日
に
は
、
鶴
岡

30

市
矢
馳
の
木
村
充
さ
ん
の

圃
場
で
、
春
に
４
年
ぶ
り

の
田
植
え
を
行
っ
た
田
ん

ぼ
に
、
大
型
バ
ス
３
台
で
、

園
児
と
保
育
士
、
保
護
者
、

小
学
生
ら
が
訪
れ
ま
し

た
。特

に
小
学
校
１
～
３
年

生
の
参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
春
・
秋
の
産
直
交
流

が
中
止
に
な
っ
た
期
間
の

子
ど
も
た
ち
で
、
園
が
呼

び
か
け
過
去
最
高
の
参
加

に
な
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
と
生
産
者
が

ペ
ア
に
な
り
稲
刈
り
を
体

験
し
、
一
行
は
羽
黒
の
宿

坊
に
宿
泊
。
夕
食
交
流
会

農
事
組
合
法
人
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー
（
小
林
隆
範

組
合
長
理
事
）
は
、
産
直

米
で
横
浜
市
内
の
４
つ
の

保
育
園
給
食
と
つ
な
が
る

で
は
、
園
児

か
ら
生
産
者

へ
の
絵
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
や

歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

年

末

に

向

け
、
横
浜
の

各
保
育
園
へ

生
産
者
が
訪

問
し
、
や
っ

と
本
格
的
な

産
直
交
流
が

再

開

し

ま

す
。


